
町⽥市デジタル化

改定の⽅向性について

総合戦略2022

論点1



『町田市デジタル化総合戦略2022』の概要

2022年10月策定。デジタル技術の徹底的活用により、市民の利便性向上と
市役所の生産性向上を図り、新たな価値を創出するスマートシティの実現を
目指す、4つの戦略からなるロードマップ

 戦略１　クラウドサービスへのシフト　　　　 　 　
 戦略２　20の基幹業務システムの標準化　　　 　　
 戦略３　行政手続のオンライン化（20の基幹業務） 
 戦略４　町田市版 DXの推進　　　　　　　　　　　
オンライン行政サービスの推進 キャッシュレス決済の推進
AI・ロボティクス・タブレット等の活用
オープンデータの推進 スマートシティなどの施策の推進

策定後の環境変化や戦略2022の取組状況を踏まえ、最新化する
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『町田市デジタル化総合戦略2022』の取組状況①　～戦略１ クラウドサービスへのシフト～

調達・構築・管理に手間

 すぐに利用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 最新の優れたサービスを必要な時に、必要なだけすぐに利用

 乗り換えが容易　　　　　　　　　　　　　　　　　 サブスクリプションだからより良いサービスへ簡単に乗り換え

 コスト平準化       　　　　　　　　　　　　　　　　 サブスクリプションでコストを平準化、明瞭化

 従量課金制　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 使った分だけ支払う、従量課金制　

 カーボンネガティブ・カーボンニュートラル　                  　　　 標榜するサービス有り

  実績：クラウドサービス移行率    95％（2023年度末）
  目標：クラウドサービス移行率  100％（2025年度末）

クラウドサービスを利用情報システムを所有
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標準化後標準化前

　1700の自治体が独自に構築・運用　

『町田市デジタル化総合戦略2022』の取組状況②　～戦略２ 20の基幹業務システムの標準化～

A市 B市 C市

X社 Y社

A市 B市 C市
     標準仕様のシステムを利用     

ガバメントクラウド

 コスト削減   　　　　　　　　　　共同利用でコスト減　

 法改正対応が容易　　　　　　　   独自の改修・検証が不要

構築・運用の手間   　　　　　　　　　　独自の構築・運用・カスタマイズ

法改正対応の手間   　　　　　　　　　　独自の改修・検証

住民記録、健康保険、介護保険など、市民生活に深く関わる窓口業務が多い
市役所にとって中核的な業務であり、多くの職員の労力がかかっている

 20の基幹業務 

論点1-3



『町田市デジタル化総合戦略2022』の取組状況③　～戦略２ 20の基幹業務システムの標準化～　　

　目標：2026年度当初から、全標準準拠システムの稼働
  実績：2026年度当初からの稼働の見通しが立った

　20の基幹業務システムの標準化の状況　
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  市民 ▶ 窓口に行き、申請書に記入し提出  

 入力の手間が削減　

　After　
  行く手間   書く手間   

  市役所 ▶ 申請書を受付・確認し、システム入力  

『町田市デジタル化総合戦略2022』の取組状況④　～戦略３・４ 行政手続のオンライン化～

 確認の手間 入力の手間  

 いつでも・どこでも・簡単　
  市民 ▶ スマホ・PCでオンライン申請  

  市役所 ▶ データで受領  システム入力の手間が削減  

Before
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『町田市デジタル化総合戦略2022』の取組状況⑤　～戦略３・４ 行政手続のオンライン化～

オンライン手続数

215
まちドア登録者数

59,747
累計申請件数

70,089

　幼稚園・保育園・学童保育に係る全 31 種類の手続をオンライン化　

　国が求める児童手当や介護保険等の27手続をオンライン化           　

  Topic  

　パブリックコメントやアンケートをオンライン化 　         　      　　

　給食費・教材費等の申請や口座振替手続をオンライン化　　         　

　電子契約を開始　　　　　　   　　　　　　　　　　　　      　    　

　LINEを活用したプッシュ通知を開始（広報・新手続のお知らせ等）  

※3※2※1

※1：10月末時点　※２：10月末時点のオンライン行政手続ポータル「まちドア」のLINE登録者数　※３：9月末時点

　オンライン行政手続の実績　
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ほかの申請もオ
ンラインででき
るようになれば
いいと思う

場 所 や 時 間 を 問 わ
ず に 申 請 で き る の
で 、 子 育 て 中 の 家
庭には助かる

耳が不自由でも使
えるから、
とてもありがたい

オンラインで申請でき
ることが分からず、郵
送で申請するところだ
った

I can not read or
write japanese, but
using this with google
translate helps me to
do this.

わかりやすい

簡単だった

よい！
入力項目の意味が
分かりにくかった

入力がどこまで進
んでいるのかが分
からず、不安にな
った

アンケート回答数
約12,500件

※申請者の約18％が回答

『町田市デジタル化総合戦略2022』の取組状況⑥　～戦略３・４ 行政手続のオンライン化～　

93％が
高評価

　オンライン行政手続利用者からの意見・評価　
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 ▶  AIの利活用の推進

 ▶  公共サービスメッシュを2025年度末までに整備
 ▶  マイナンバーカードの利活用の推進

『町田市デジタル化総合戦略2022』策定後の環境変化①

　国・都の動き　
１  デジタル庁「重点計画」 改定（2023年6月）

２  「GovTech東京」事業開始　６つのサービスを展開（2023年9月）

 ▶  デジタル人材のシェアリング

 区市町村との協働事業の実施
 ▶  共同調達・共同開発の実施

３  「東京デジタル2030ビジョン」策定　3つの変革を示す（2023年9月） 

 ▶  これら3つの変革の実現のため、共通基盤・レジストリを整備

 ▶  「プッシュ型」　　その人の状況に応じたサービスをプッシュでお知らせ、迅速にサービス提供
 ▶  「垣根を越える」　部署間や都、区市町村などの垣根を越えて情報を共有し、サービスを提供 
 ▶  「顧客最適化」　　利用者のニーズや状況変化を的確にとらえ、最適なサービスを組み合わせて提供
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『町田市デジタル化総合戦略2022』策定後の環境変化②

　社会環境の変化　

１　マイナンバーカードの普及 

２　ジェネレーティブAIの進展 

 ▶　今後、本人確認のインフラとして定着し、利活用が進む

 ▶　町田市の普及率　
         

      　  ４７．５％　　　　　 ７６．６％
 　　（2022年4月）　　　（2023年9月）

 ▶　生成AIが組み込まれた、便利なサービスが続々と登場している　

 ▶　ジェネレーティブAI（生成AI）が急速に進化、普及
 ▶　テキスト生成だけでなく、様々な用途で活用が進む
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『町田市デジタル化総合戦略2022』の改定のポイント

     マイナンバーカードの公的個人認証機能などを活用した行政サービスを拡充する
▶  マイナンバーカードが普及し、活用段階に入ったことから、マイナンバーカードや

▶  行政手続のオンライン化が進み、市民の利便性は向上している一方で、市役所側に
　  はアナログプロセスが残存しているため、フルデジタル化に向けて、公共サービス
     メッシュや共通基盤の利活用を検討する

▶  生成AIの急速な進化に対応し、ガバナンスを強化する

▶  生成AIにより、これまで人でしかできなかったことが、デジタルに置き換え可能に
　  なっていくことから、いち早く業務に取り入れていく

各施策の展開にあたっては、東京全体のＤＸを推進するために設
立された一般財団法人である「GovTech東京」と連携していく
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『町田市デジタル化総合戦略2022』の改定の方向性①

戦略１
クラウドサービスへのシフト

戦略２
20の基幹業務システムの標準化

2024年度中に達成見込 2025年度末までに達成見込

引き続き実施

戦
略
２
０
２
２

②行政ネットワークを5Gキャリア回線にシフト　等
①全ての情報システムをクラウドサービスへシフト

②標準仕様に業務を適合させる　　等
①標準仕様アプリへ2025年度末までに順次切り替え

次
期
戦
略
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戦略３
行政手続のオンライン化

（20の基幹業務）

中心的な取組は完了

戦略４　町田市版DXの推進　

(1)オンライン行政
サービスの推進

(2)キャッシュレス
決済の推進

(3)AI・ロボティクス・
タブレット等の活用

(4)オープンデ
ータの推進

(5)スマートシティ
  などの施策の推進

(2)トレンド技術の導入

各取組を予定どおり実施、順調に進捗

戦略３と戦略４を統合・整理

(1)オンライン行政
サービスの推進

(3)データ利活用の推進

旧戦略「(4)オープンデータの
推進」から項目名を変更

(4)アナログ業務の
デジタル化

『町田市デジタル化総合戦略2022』の改定の方向性②

旧戦略「(2)キャッシュレス決済の
推進」を統合
旧戦略「(5)スマートシティなどの施
策の推進」のうち、市民向けの新た
なサービス創出に係る取組を統合

旧戦略「(3)AI・ロボティク
ス・タブレット等の活用」から
項目名を変更

旧戦略「(5)スマートシティなど
の施策の推進」のうち、市役所
の生産性向上に向けたデジタル
化 の取組を分離

新たな戦略３　DXの推進　～“e-まち”実現プロジェクト～

“e-まち”実現プロジェクト戦
略
２
０
２
２

次
期
戦
略
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  『町田市デジタル化総合戦略2022』の改定の方向性③

　  や共通基盤の利活用検討

①  法的制約が無く、申請件数の多い手続を優先し、行政手続を原則オンライン化
②  オンライン行政手続を探しやすくする仕組みの導入
③  キャッシュレス決済の拡充
④  マイナンバーカードの利活用
⑤  デジタルの活用により市に意見を届ける仕組みの検討
⑥  より便利なオンライン行政サービスを実現するための公共サービスメッシュ

　(1)オンライン行政サービスの推進　
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　『町田市デジタル化総合戦略2022』の改定の方向性④

④  先端技術の利活用に向けた調査・研究

①  生成AIと生成AIが組み込まれたサービスの利活用

②  生成AIの利活用のためのガバナンスの強化

③  アバター・メタバース等のトレンド技術の利活用

　(2)トレンド技術の導入　
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　『町田市デジタル化総合戦略2022』の改定の方向性⑤

　(3)データ利活用の推進　

　(4)アナログ業務のデジタル化　

②  各分野におけるデータ利活用

①  オープンデータカタログサイトのコンテンツの拡充

⑤  業務所管へのデジタル化支援

①  オフィスソフトの利活用
②  RPAによる業務の自動化
③  オンライン申請受付後の業務処理の効率化
④  生産性向上のための各業務のデジタル化
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※町田市デジタル化総合戦略2022から抜粋

　＜参考資料＞『町田市デジタル化総合戦略2022』 論点1-16


